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i濡手U511p第 2fjj]我孫子討議会総例会が草月 16日から繍かれまし

た。今回約定例会lニl立、災孫子市3主化財の係官獲に織する条例約一

部を己主双する条例、ぎ託子高子市災センタ…の談淡;及び号李英震に関する

条例、手Jt{，晶子}台関民f建滋を{泉宗主税条例グ〉一総合己!uEする条例、(f1J.称)

i鋭化合耳料、や校校苦言、主義i勾設立動±語、ブールグ〉緩渡契約についでな

ど、協議案が主差出され、可決きれました。
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燃
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燦
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滋
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追
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入
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いつ発生するかわからない火災に綴えて、容有震から繍練している践を

続い幸子う、 f高防関ポンプ主義法火会が、 7il4円、将-it:ti再小守校校訴まで

争予なわれましたe

こ紅はiJi年、 7)1に行なわ札ているιので今年辻16的分胞が参鵠11..，
小型的音防'!lH3分開 (111j託}自動車内絡が者自15分間{詰秀}的機緯と決

まりました。

告書13分岱は除k会にも泌場すゐことになり、事妻喜善が期待されています。
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も
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磯
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付
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潟
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滋
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岡
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。
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績
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え
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今年は巡りま宇治、

会主昆め季節が近づき

ました。おそろしいの

がJ主導です。

t闘員方畿では、不断丹

準緩安定吉、るニと主要〈、

今年も 7!'l21日に手IJt設

JIl号寺山地うもて'、総7告と

共同の水妨滅型還を行な

います。
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危
険
物
の
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扱
い
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台
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介
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仲
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滋

一
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。

習
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警
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み
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。
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警

の

区

分

宣

言

去

ら

裂

し

、

ト

ウ

フ

i

"

 

護
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ズ
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関
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警

警

芝

い
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い

う

考

え
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よ

叩

け

は

童

話

終

毒

?

銭

に

君

主

す

。

義

務

入

者

は

先

輩

に

酒

を

ま
べ
な
νし
が
釣
れ
ま
ナ
a

こ

札

か

句

変

織

機

線

機

沼

q
F山
一

う

で

す

@

州

〈

1
刷
酬
は
約
5
，
6
軒
単
位
)
各
緩
い
時
綴
鈴
い
、
の
み
つ
に
新
入
り
か
ら
緩
む
鐸

に
か
け
て
、
ス
ズ
キ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

J

i

i

L

麓

ふ

怜

擦
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町

号
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重
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蓄
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に

L
た
カ
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総

ス
ズ
キ
は

2
4
5
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た
町
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な
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れ
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草

J
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3
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る
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書
事
鍛
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つ
け
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背
負
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、
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役
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釣
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一
番
良
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し
ょ
う
6

出
学
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陸
上
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大
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、
上
段
入
賞
評
議
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齢
瀦
銅
制
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い
る
こ
と
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る
や
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押
ピ
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浦
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も
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fIl'(' ，.饗喜宮ミオルガン
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などをつくるま埼玉子は、選言吾的中心

からまm殺して綴てるよう建築議

機法42条 2J翼にま読められていま?

のでご討主主下". またi邸毒事主主

総有Mle内総界がJまっきりわから

をい母子るには桧築管機緩までお
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内線20告 {毒殺事長管理課)

夏に多い
1没犯罪ど水殺事故
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多〈なるめが倣犯罪と木聖堂本主主

です。
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おれをいように次の4>をマ ηま

しょう。

場甘い務いにめらない。

*1暗い1主選の1人やきをし""い。
*身なりをき官うんとする。

*P綴与を Lっかリする。
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きり法的品。 1本 8 利用 達登の会員募集
水総務紋告紡ぐには

湯本泳室長止の立札が点ってももる

続行告対に泳がないa

羽ド求対t去する e'" Iま二子供たちだ

けで行か者

*緑につながれている冷を、

量耳で持ちI討したり舟i喪主Fをし

なも九

*水泳をする雲寺註準備王室効をす

る。

*長野寺問、水泳をしなP.

*lト5iまれそうになった人を発見
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議員時:拶i必ず?テニスコートFえり nl5 -1116 I:!lll'll斗

めY-:.l設絞ム J記長長f- rliパレーボ… Jレj宝 ~~L 'J~季語

なお、 81l以降的休日判111は たさ ま茸 (88)3151 

チーム登録詰11ξ 令りますからと {教育委民会)

'f iFc'ドきいロ{教待望さH会}岨 ム

銀民パレ…ボール大会

協議議例 出場肝募集
我孫 hliパレーポールj車線では

ジ?タ写ラア事与ろククラタろララそ~ 1011に1iなわれるi思i合大会に111場
乙LL.LL////////主ぷぷぷ1 する漣塁手を募集Lます勿

J主f晶子tfn:務を君主<25，者以上丹
91立で8人総メ、レーボール円殺害実

名tに奴ります数Ti委員会}
利根湾原で
カッコウの予告を
~早朝採総会一

際時易 7)l25日(日〉

午煎5U寺3号令〉

集合場所:烈孫子絞窓口

器労者魚釣り大会

臼時:7 1125詰{罫}

布潟地うもで-1]"/コウを中心に 場限.型tmi¥irj健保つり綴J
オオヨ γ キリ・ホオジ u ・k''1 革審議義人重量:こい50名、 ふな50名

カ・ヒパリなどめ持母概iきますω 著書全話料 1，000内

午前8時30分解散予定傍自家用 語包俄:市111労政事務所、我孫子市

療をお持ち町方はキ11井さりさせて i綴二工会

f~きも、 詳しくは陶;紅会事務局岱徐立)

{警f鳥を守る会 3131までお隣合わせドさい。

水遊料金未納者は ¥5草丈
給水ストップ.ノ f二盤、r

惨ワ月の納税処

ま

おまでに納入おれないと

れます町でご絞殺下さル~

未納分は、水i護家3へ冨査機納入してい
ただくことにな仇督i託手数料が加算
されるニともあ 9ます。(水道部)

@国定資燈税のき義2綴分

骨すち税出張徴収
7 Fl 3 0 B 9 : 30~16 :告昏
興~器移・商工会総ー i湖北台支所

も行ないますので、ど相j

動実施中 138 




